
 

 

 

 

 
 

2025 年度 焼津福祉文化共創研究会活動報告    
2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 

活動テーマ：地域活動実践事例からこれからの“ご近所福祉”のあり方を探る 

 

１．７年目の活動テーマ「地域活動実践事例から、これからのご近所福祉のあり方を探る」を下記の

本会の活動基調を基に具体的に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■６年目(2024年度) 

 

活動ﾃｰﾏ【活動 5年間の調査研究事業実績から、“ご近所福祉”を検証する】 

   これまでも、毎年度の活動を振り返りながら、掲げた活動テーマに沿った、地域活動に取り組 

んできた。 改めて、これまでの５年間の活動から浮き彫りにした検証事項「地域ぐるみの居 

場所の検証」，「ご近所の支え合いの検証」，「子どもを取り巻く地域を検証」，「高齢者を取り巻 

く地域の検証」「中学生のご近所その意識と実態検証」を改めて振り返りながら、ホッとする 

「ご近所福祉」について、会員の身近なご近所の現状をもとに研究協議をした。 

併せて、協働団体:静岡福祉文化を考える会とともに、「共創社会実現研究会」を設置(全 8 回)

し、地域福祉教育教材として作成し 10 年間、「若者発 ご近所福祉かるた」を配布提供してき

た、関係団体、地域実践者、居場所設置地域等に活用状況調査を実施し、実践的体験的学びの

内容を、「若者発 ご近所福祉活用事例集」に取り入れ、成果物を広く県内各領域に提供した。 

 

２．２０２５年度の本会活動の着眼項目 

 

(1) これまで公表されてきた、県内外の「地域実践活動事例」をもとに、 “ご近所福祉”を検証し

つつ、この６年間の「ご近所福祉の地域課題」を整理し、これからの地域づくりについて議論を

深める。困りごとを解決する支援及び地域資源を議論し合う。 

 

(2)「地縁組織と志縁組織」を探り、「協働」の意義を質す。 

 

(3)会員はじめ、地域活動に関心のある地域住民に呼びかけて、「語れる環境」，「地域総合型学習」

の醸成に努める。 

(4)「教育とコミュニティ」「教育と福祉」「理論と実践」「専門性と市民性」の『融合』を質す。 

(5)｢若者発 ご近所福祉かるた｣を、ご近所福祉の推進に、更なる活用方法の開拓に努める。 

 

３． 2025 年度の具体的な活動内容 

 

(1) 定例研究会…12回開催（原則毎月第 2土曜日 18:30～21:00） 

【焼津福祉文化共創研究会の 3 つの活動基調】 
(1) さまざまな分野で活動する人たちや福祉職に従事する人たちが，専門分野と世代

を超えて交流を図る。 

(2) 会員だけが求心的・閉鎖的に集うのではなく，広く市民に開かれた活動をめざす。 

(3) 既存のコミュニティ・福祉組織の活動から取り残された問題や新しく発生してき

た問題を大切にし，つねに市民生活に密着した活動をめざす。 



 

 

 

 

(2) 協働団体：静岡福祉文化を考える会３０年検証誌」編集作業参画…全１０回開催 

 

(3) 焼津市Ｖ連絡協議会関連 

 

①  代表者会出席（４回） 

②  V連主催 研修旅行（２名）参加 

③  V連主催 研修会（２名）出席 

 

(4) これまで６年間取り組んできた「調査研究事業」を、今年度は、定例研究会（４月～３月）で

継続検証活動 

 

① 域ぐるみの居場所検証（令和元年度）    

② ご近所福祉検証（令和２年度） 

③ 児童の福祉観検証（令和３年度）      

④ 高齢者の地域参加検証（令和４年度） 

⑤ 学生のご近所福祉観検証（令和５年度）     

⑥ 調 査研究活動総括 

 

(5)「ご近所福祉」の現状分析（「会員レポート」 

 

(6)協働団体：静岡福祉文化を考える会 「若者発 ご近所福祉かるた活用状況把握」 

 

(7) 協働団体：静岡福祉文化を考える会 「３０年検証誌」の編集及び配布提供検討協議 

 

(8) 掛川市初馬［一膳会］見学研修会開催（４名参加） 

 

 

●2025 年度 焼津福祉文化共創研究会研修会企画書 

2025 年度活動テーマ：地域活動実践事例から、これからのご近所福祉のあり方を探る 

       研修テーマ：地域性を基に、集まる居場所の魅力を学ぶ 

 

１１．研修の目的 

 

本会は、2019年度結成以来、「専門性と市民性の融合」「地域総合型学習」「地域課題把

握」の３つの活動基調を基に「実践検証」「学習検証」「調査検証」の具体的な活動を展

開してきた。 

これまでは「調査研究活動」を重要な活動として、下記の取り組みをし、その都度調査

結果を「公開型調査報告研修会」として、地域の課題を市民に問題提起をしてきた。 

＊２０１９年度：地域ぐるみの居場所把握（大人全般対象 ５５団体把握） 

＊２０２０年度：居場所を取り巻く“ご近所福祉”検証（大人対象 345名回答） 

＊２０２１年度：子どもから大人社会への提言（小学生４～６年生対象 244名回答） 

＊２０２２年度：長引く厳しいコロナ禍下、地域（ご近所）の支え合いの仕組みづ 

くり検証」 （高齢者対象 ３１５名回答） 

＊２０２３年度：私にとって“ご近所”とは、中学生の意識と実態調査（476名回答） 

＊２０２４年度：静岡福祉文化を考える会事業と協働による「若者発ご近所福祉か

るた」活用状況を把握し「かるた活用事例集」を（200部）作成 

（対象４６か所に調査実施） 

＊７年目の今年度は、「ご近所福祉」をキーワードに、毎月の定例会を中心に,県内外

の活動実践事例を基に、身近な地域における「ご近所福祉」の現状を語り合いなが

ら、これからの地域のあり方を語り合ってきた。 



 

 

 

このたび、長年、高齢者等と向き合う中で、高齢者の生きがいと生活改善を目的 

に、「集まる居場所」に取り組まれている、「掛川市・一膳会」の活動状況（男性 

７名主体に、地域の女性高齢者（８７歳から９７歳）１５名程を月２回９時３０ 

分から１５時頃まで招いて、介護予防体操や会食、講話等の居場所活動展開）を 

見学研修し、これからの「居場所」を考える目的で開催。 

 

２．主  催 焼津福祉文化共創研究会 

３．協   力 掛川市初馬「一膳会」 

 

４．着眼項目  

(1)地域性の意義を学ぶ場 

(2)集まる居場所の仕組を学ぶ場 

(3)地域活動の継続のあり方を学ぶ場 

(4)高齢者とのふれあい交流から“ご近所福祉”を学ぶ場 

(5)高齢者からみた“居場所”を学ぶ場  

5．開催日時 令和７年１２月１２日（金） ９：３０～１５：００   

6．開催会場 掛川市初馬 1545-1 「５区公会堂」 

7．参加費 会食費２１０円＋交通費 

8．当日の日程         

08:00 焼津発  

   08:50  掛川市初馬 「５区公会堂」着 

   09:00  ※当日の「一膳会」の活動に合流する 

       ・自己紹介 ・ふれあい交流  ・会食  ・歓談（代表者との意見交換） 

       ＊３グループ（少人数で）に分かれて、食後３０分程度、皆さんと歓談をし

ながら、ご近所を語り合う。 

15:00  参加者を見送ったのちに会場出発 

16:30  焼津着 

 

９．研修受け入れ連絡先 

      〒4３６-00８1掛川市初馬２８５５ 一膳会 代表 袴 田 豊 昭 様 

10．本会問合せ先 

〒4２５-0041焼津市石津３丁目１０－８ 

     焼津福祉文化共創研究会 代表 平 田 厚 
 

 

(9) 広報啓発活動 

  

① 日本福祉文化学会」HPを主体に，「静岡福祉文化を考える会」ブログとのリンクによる本会

ブログにより，広く活動を通じた問題提起を発信 

 

②焼津福祉文化共創研究会通信の発行（原則，毎月 1回発行，A4 版，両面印刷 100部）  

＊紙媒体・・配布先９０部 

      ＊メール送信 関係機関・団体・個人等 ５０か所 

 

      ＰＣメール送信先         配布及び郵送 



 

 

 

1．静岡県行政各課（地域福祉課/静岡県民生委員児童

委員関連部署地域振興課) 

2. 焼津市行政各課（地域福祉課・市民協働課・広報

課・地域包括ケア推進課） 

3．静岡県・焼津市各社会福祉協議会 

4．静岡県コミュ二ティづくり推進協議会 

5．公益財団法人さわやか福祉財団 

6. 公益財団法人愛恵福祉支援財団 

7. 公益財団法人あしたの日本を創る協会 

8. ふじのくに未来財団 

9. 静岡福祉文化を考える会役員 

10. 管内福祉施設連絡会（１３介護事業所） 

11.管内外活動グループ・個人(１０) 

12管内中学校（２） 

13.マスコミ各社  

14. 県内ＮＰＯ法人（２） 

15. 港地域づくり推進会(港第１４自治会長)  

1．会員（６） 

2．焼津市ボランテイア連絡協議会加盟団体（１７） 

3．静岡福祉文化を考える会役員（２０） 

4．港地域づくり推進会 

5．港第１４自治会（１７） 

6．港第２３自治会（１９） 

7.小川小学校 

8.小川中学校 

9.港小学校 

10.港中学校  

11.県立焼津青少年の家 

12.小川地区コミュニティ推進会 

13.さわやかクラブ連合会やいづ 

14.小川公民館 

15.港公民館 

 計 ９０枚 

 

   ③マスコミへの積極的な情報提供 

 

(10) 関係機関・団体との連携・情報提供 

 

① 静岡県社会福祉協議会，焼津市社会福祉協議会及び近隣社協への情報提供・連携 

② 「地方発 福祉文化の創造」の実践を基に，静岡福祉文化を考える会及び日本福祉文化

学会との情報共有と活動の協働 

➢ 各種事業の取り組みについての情報提供 

➢ 各種事業の実践活動の共有 

③ 関係機関・団体，大学・専門学校及び管内学校教育（小・中各２校）・社会教育領域への

情報提供 

④ 焼津市 V連絡協議会との連携 

➢ 定例総会出席 

➢ 定期 V連代表者会出席と情報提供（通信配布），問題提起による活動活性化の提言 

⑤ ふじのくに未来財団への情報提供 

⑥ 静岡県コミュニティづくり推進協議会（コミュニティ活動団体として）への情報提供 

⑦ 港地域づくり推進会、小川地区コミュニティ推進会（事務局: 小川地域交流センター）

及び管内自治会（町内会）への情報提供 

➢ 通信送信 ➢ 各種活動状況報告 

⑧ 焼津市民生委員児童委員協議会への情報提供 

⑨ 公益財団法人あしたの日本を創る協会への情報提供 

⑩ 公益財団法人さわやか福祉財団への情報提供 

⑪ 公益財団法人ふじのくに未来財団への情報提供 

⑫ その他，必要に応じて関係機関・団体に情報提供 

 

 

 

 


